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日
本
宗
教
式
楽
の
精
神
史

2019年10月刊行

一
四
〇
〇
年
に
わ
た
り
、神
仏
の
せ
め
ぎ
あ
い

の
中
で
、王
権
を
支
え
る
宗
教
式
楽
と
し
て
続

い
て
き
た
、世
界
に
類
を
み
な
い
芸
能
で
あ
る

日
本
の
雅
楽
。

そ
の
精
神
史
を
追
う
こ
と
で
、日
本
固
有
の
宗

教
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
探
索
す
る
希
有
な
書
。
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小
野
真
龍（
天
王
寺
舞
楽
協
会
常
任
理
事
）著

  

お
の
　
し
ん
り
ゅ
う

一
九
六
五
年
、
小
野
妹
子
の
八
男
多
嘉
麿
が
開
基
で
あ
り
、
雅
亮

会
の
事
務
所
が
置
か
れ
る
大
阪
木
津
の
願
泉
寺
に
生
ま
れ
る
。幼

少
よ
り
四
天
王
寺「
聖
霊
会
の
舞
楽
」の
童
舞
の
舞
人
を
務
め
、天

王
寺
楽
人
の
道
へ
。京
都
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程（
宗
教
学
）

を
修
了
。宗
教
哲
学
の
研
究
で
京
都
大
学
博
士
（
文
学
）
と
な
り
、

二
〇
〇
八
年
よ
り
二
〇
一
六
年
ま
で
相
愛
大
学
人
文
学
部
特
任

准
教
授
を
務
め
る
。

現
在
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
願
泉
寺
住
職
、
天
王
寺
舞
楽
協
会

常
任
理
事
、
天
王
寺
楽
所
雅
亮
会
副
理
事
長（
二
〇
一
九
年
十
二

月
よ
り
）。京
都
大
学
大
学
院
や
龍
谷
大
学
大
学
院
で
、雅
楽
の
背

景
を
な
す
日
本
思
想
や
、
仏
教
音
楽
論
、
宗
教
儀
礼
論
を
講
じ
て

い
る
。

主
な
著
書
・
論
文『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版

社
）、「
西
谷
啓
治
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」、「
浄
土
真
宗
の
儀
礼
観

と
音
楽
」、「
仏
教
儀
礼
論
の
端
緒―

E
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
、
T
・

ア
サ
ド
を
手
掛
か
り
に
」、「
天
王
寺
舞
楽
〜
浪
速
に
残
る
最
古
の

古
典
芸
能
」な
ど
多
数
。

◆
著
者
略
歴

序
　
雅
楽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

一
、「
雅
楽
」と
祭
政

二
、日
本
人
の
宗
教
的
心
性
の
根
底―

ア
ニ
ミ
ズ
ム

三
、仏
教
の
導
入
と
外
来
音
楽

―

聖
徳
太
子
が
結
び
つ
け
た
仏
教
と「
伎
楽
」

四
、東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
会
の
意
義

―

聖
徳
太
子
の
仏
教
音
楽
理
念
の
実
現

五
、雅
楽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
端
緒
と
し
て
の
八
幡
神

六
、日
本
の
雅
楽
の
形
成

七
、浄
土
思
想
と
雅
楽

八
、往
生
伝
と
往
生
講
式―

音
楽
成
仏
思
想

九
、内
侍
所
御
神
楽
儀―

神
道
的
エ
ー
ト
ス
の
核

十
、楽
所
と
楽
家
の
成
立
と
盛
衰

―

近
代
ま
で
の
雅
楽
伝
承
者

十
一
、神
仏
習
合
と
雅
楽
の
風
景

―

中
世
・
近
世
の
雅
楽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

十
二
、神
仏
分
離
と
国
家
神
道

―

「
近
代
」雅
楽
へ
の
変
異


